
就労証明書 記載例

【No.3】
〇必ず雇用開始日を記入してく
ださい。

〇雇用開始日は、働き始めた
（または働き始める）年月日を
記入してください。
契約更新等により、現在の契約
期間の始期と異なる場合は、初
めて働き始めた日を記入してく
ださい。
終期は有期契約の場合のみ記入
してください。
無期の場合は、終期は空欄で構
いません。

証明日は、提出日から3か月以内
に発行されたものが有効です。

【No.6】
〇必ず月間合計時間を記入して
ください。（変則就労の場合も、
月間または週間の合計時間を必
ず記入してください。）
〇就労時間欄には、休憩時間を
含めて記入してください。

〇育児短時間勤務制度を利用し
ている場合は、No.6には制度利
用前の契約・規則上の就労時間
帯を記入し、No.12に育児短時間
勤務制度による勤務時間を記入
をお願いします。制度利用が未
定の場合は記入不要です。

【No.7】
【年月】欄
〇直近3か月分の年月について、
順番に記入してください。
「直近3か月」とは、原則とし
て、証明日の属する月の前月
末までの3か月（証明日が10月
1日で直近の3か月の場合は、7
月～9月）をいいます。
ただし、就労後間もなかった
り、病休等で直近の就労実績
がない場合は記入不要です。

【No.8・9】
〇産育休復職日が、証明日より1年以上前であれば、記
入は省略できます。

【No.16】
〇育休を取得予定・取得中の場合は、No.16に育休期間
の短縮・延長について、必ず記入してください。

証明日時点で雇用開始日が未来日の場合は
「就労予定」として取り扱います。就労開
始後、再度就労証明書の提出が必要です。

【No.14】
〇保育所等に入所後、就労時間が増えるため、就労予定で
申込みするという場合、備考欄に「入所決定後、上記の勤
務内容で勤務予定」と記入ください。


